
色
菓
芋
類
抄
に
お
け
る
掲
出
語
の
増
補
に
つ
い
て

ー
　
和
名
類
棄
抄
と
の
比
較
を
通
し
て
　
ー

は
じ
め
に

l
、
増
補
さ
れ
た
掲
出
語
の
数

二
、
増
補
さ
れ
た
見
出
語
に
つ
い
て

三
、
増
補
さ
れ
た
掲
出
字
に
つ
い
て

お
わ
り
に

は
　
じ
　
め
　
に

色
英
字
類
抄
諸
本
の
系
統
研
究
は
、
そ
の
意
義
分
類
の
方
法
に
関
し
て
、
登

載
語
の
分
興
配
列
の
差
異
。
又
、
各
本
登
載
語
の
増
補
と
『
門
』
数
の
増
加

と
い
う
観
点
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
て
お
り
、
今
日
、
多
大
な
る
成
果
を
あ
げ
て

い
る
。
特
に
、
石
野
つ
る
子
氏
は
、
『
節
用
文
字
の
位
置
－
色
葉
字
新
抄
及

び
世
俗
字
類
抄
と
の
比
較
よ
。
見
た
る
－
ナ
と
題
さ
れ
た
禦
艶
の
中
で
・

二
巻
本
世
俗
字
顆
抄
、
節
用
文
字
、
三
巻
本
色
薬
字
類
抄
の
三
本
を
詳
細
に
比

較
さ
れ
、

原

卓

　

志

現
存
の
節
用
文
字
を
色
葉
字
顆
抄
及
び
世
俗
字
顆
抄
と
に
比
較
す
る
と
・

語
順
そ
の
他
が
世
俗
字
顆
抄
と
一
致
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
猫
用
文
字
を
推

定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
原
節
用
文
字
こ
そ
色
菜
字
類
抄
の
前
身
と
も

い
ふ
べ
き
古
い
形
態
を
保
っ
て
ゐ
る
も
の
と
恩
は
れ
る
。
し
か
し
て
・
原
節

用
文
字
、
世
俗
学
期
抄
、
色
葉
字
頼
抄
の
三
者
は
明
ら
か
に
一
つ
の
系
統
に

嘱
す
る
嗣
吾
で
あ
っ
て
、
現
在
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
そ
の
寛
展
過
程
は
次
の

如
き
系
間
を
示
す
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

原
猫
用
文
字
」
「
節
用
文
字

世
俗
字
頼
抄
－
色
葉
字
顆
抄

な
は
、
節
用
文
字
は
原
節
用
文
字
を
他
の
酎
書
に
よ
っ
て
増
補
し
た
と
こ

ろ
の
未
整
理
の
も
の
で
あ
っ
て
、
増
補
の
一
部
に
は
色
菓
字
顆
抄
に
よ
っ
て

ゐ
る
部
分
が
あ
る
と
思
は
れ
る
。

と
述
べ
ら
れ
、
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
、
節
用
文
字
・
三
巻
本
色
菓
字
類
抄
の
関

係
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
し
、
氏
の
掲
げ
ら
れ
た
系
統
図
は
少
々
簡
潔
す



ぎ
て
お
り
、
更
に
詳
細
な
る
検
討
と
改
訂
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
、
系
統
を
更

は
、
F
古
那
書
の
研

特
用に
推
定
さ
れ
た
の
が
、
川
瀬
一
馬
氏
で
あ
る
。
氏

中
で
、
色
葉
字
類
抄
諸
本
の
一
つ
に
、
鎌
倉
時
代

書
写
の
古
抄
本
を
加
え
ら
れ
、
こ
の
古
抄
本
を
色
薬
学
類
抄
の
原
形
本
で
あ
ろ

う
と
推
定
さ
れ
た
。
更
に
、
色
某
字
振
抄
諸
本
を
比
較
検
討
さ
れ
た
結
果
、

次
に
掲
げ
た
よ
う
な
系
統
図
を
考
え
ら
れ
た
。

（
長
貫
頓
）

姓
氏
捕
改

㍉
．
・
・
∴

黒
踪
木
器
字
T

．
　
∴
∵

（
平
安
末
期
）

柿
用
文
字

二
巻
本
（
永
疎
太
）

（
整
和
頭
）
　
　
（
鎌
倉
由
由
）

（
二
巻
本
）
　
－
　
三
黎
本
　
－
　
十
巻
本

二
巻
本
（
現
存
本
）

三
を
太
（
水
戸
本
川
）

（
印
綬
闇
文
照
絨
木
）

と
こ
ろ
で
、
川
瀬
氏
は
、
そ
の
系
統
研
究
を
為
す
に
あ
た
り
、
和
名
甑
発
抄
、

掌
中
歴
と
い
う
先
行
文
献
を
も
っ
て
色
葉
字
類
抄
が
増
補
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
を
説
か
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
「
国
郡
」
　
「
姓
氏
」
と
い
っ
た
『
門
』
レ

ベ
ル
。
地
儀
門
の
宮
殿
名
、
門
名
。
人
事
門
に
お
け
る
舞
曲
名
と
い
う
固
有
名

詞
の
増
補
を
説
か
れ
た
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
固
有
名
詞
の
増
補
は
、
門

内
に
お
け
る
一
意
義
分
類
レ
ベ
ル
の
増
補
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
『
門
』
レ
ベ
ル
の
増
補
、
或
い
は
、
門
内
に
お
け
る
一
意
義
分
類
レ
ベ

ル
の
増
補
と
い
う
大
き
な
レ
ベ
ル
で
の
増
補
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
他
の
増
補
に
つ
い
て
は
用
例
数
を
あ
げ
る
だ
け
で
、
そ
こ
に
如
何
な
る
性

格
が
認
め
ら
れ
る
の
か
、
更
に
、
そ
れ
ら
の
増
補
意
図
と
い
う
こ
と
に
関
し
て

は
そ
れ
ほ
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

増
補
さ
れ
た
語
皐
が
如
何
な
る
性
格
を
持
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
論
じ
ら
れ
た
の
が
、
三
宅
ち
ぐ
さ
氏
で
あ
る
。
氏
は
、
二
巻
本
世
俗
字
類

抄
と
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
登
載
語
を
比
較
し
、
そ
の
意
義
分
類
別
に
用
例
数
を

ま
と
め
ら
れ
た
結
果
、

山
同
義
異
表
記
語
皐
の
所
収
状
態
の
違
い
と
し
て
、
二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄
」

に
は
、
同
義
異
表
記
語
柔
が
余
り
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

聞
意
義
分
類
別
所
収
状
態
の
違
い
と
し
て
、
二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄
」
で
は

官
職
部
の
語
奴
が
全
体
的
に
も
少
な
い
の
だ
が
、
特
に
、
臣
家
・
仏
家
に
属

す
る
語
裏
は
全
く
収
め
ら
れ
て
い
な
い
他
、
地
儀
部
の
宮
殿
名
、
人
事
部
の

（
マ
マ
）

調
曲
名
、
飲
食
部
の
飲
食
休
、
官
職
部
の
公
家
、
天
象
部
の
歳
時
と
い
う
公

的
場
面
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
語
泉
が
少
な
い
こ
と
。

畑
畳
字
部
語
翼
の
意
義
分
類
別
所
収
状
恍
心
の
違
い
と
し
て
、
「
惟
俗
字
類
抄
」

系
で
は
、
天
部
・
帝
王
部
な
ど
公
的
場
面
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思

わ
れ
る
語
豆
が
や
は
り
少
な
い
こ
と
。

棚
漢
語
混
在
率
の
違
い
と
し
て
、
二
巻
本
「
世
俗
字
振
抄
」
で
は
、
漢
語
混

在
率
が
低
く
、
郡
の
性
格
か
ら
当
然
頭
語
混
在
率
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
部
、

官
職
・
重
点
等
で
そ
れ
が
特
に
目
立
つ
こ
と
。

へ

」

）

と
い
う
、
注
目
す
べ
き
結
論
を
出
さ
れ
た
。

色
葉
字
類
抄
の
字
書
と
し
て
の
性
格
を
考
え
て
い
く
為
に
は
、
諸
本
の
系
統

を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
色
葉
字
類
抄
に
お
け
る
掲
出
字
・
音
注
・
和
訓
・
義
注

等
、
個
別
的
に
そ
の
増
補
過
程
を
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら

が
何
段
階
も
の
増
補
過
程
で
徐
々
に
増
捕
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
為

に
、
そ
れ
ら
一
っ
一
っ
が
如
何
な
る
典
拠
、
如
何
な
る
性
格
を
有
し
て
い
る
の

か
を
解
明
し
、
更
に
そ
の
増
補
意
図
を
探
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
ち
、
色
葉
芋
類
抄
の
掲
出
譜
に
焦
点
を

あ
わ
せ
て
枚
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
と
こ
ろ
で
、
色
斐
字
類
抄
成
立
に
あ
た



り
、
和
名
類
果
抄
が
密
接
な
関
係
を
有
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
先
学
の
指
摘
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
色
菓
字
類
抄
の
掲
出
語
の
増
補
に
和
名
類

衆
抄
が
関
係
し
た
の
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
も
臼
を
向
け
な
が
ら
、
増
補
さ
れ
た

掲
出
字
が
如
何
な
る
性
格
を
有
し
て
い
た
の
か
を
検
討
し
、
そ
の
増
補
意
図
を

探
っ
て
み
た
い
。

色
菓
字
類
抄
で
は
、

コ
ウ

○
彗
豊
也
　
鶴
同
　
（
ヌ
動
物
上
7
6
ウ
6
）

七
り

〇
秒
侶
浩
一
覿
蒜
だ
　
（
ヌ
動
物
上
7
6
ウ
6
）

の
よ
う
に
、
「
ヌ
エ
」
と
い
う
島
名
の
下
に
、
「
鵠
」
　
「
鶴
」
と
い
う
二
種
甑

の
漢
字
が
掲
出
さ
れ
、
「
ヌ
タ
ハ
タ
」
と
い
う
語
の
下
に
「
紗
」
　
「
敷
」
と
い

う
二
種
類
の
漢
字
が
掲
出
さ
れ
る
が
如
く
、
一
語
に
対
し
て
複
数
の
漢
字
表
記

が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
が
先
の
三
宅
氏
の
言
わ
れ
る
同

義
異
表
記
語
に
あ
た
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
「
ヌ
エ
」
　
「
ヌ
タ
ハ
タ
」
と
い

ぅ
語
を
見
出
語
と
呼
び
、
「
ヌ
エ
」
に
対
す
る
「
鶴
」
　
「
鶴
」
、
「
ヌ
タ
バ
ク
」

に
対
す
る
「
妙
」
　
「
放
」
の
如
き
も
の
を
掲
出
字
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
又
、

題
目
に
掲
げ
た
、
掲
出
語
と
は
、
こ
の
見
出
語
と
掲
出
字
を
あ
わ
せ
た
場
合
に

用
い
る
こ
と
と
す
る
。

－
、
増
補
さ
れ
た
掲
出
語
の
数

色
菓
字
類
抄
に
お
い
て
、
増
補
さ
れ
た
掲
出
語
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の
用
例
数
を
ま
と
め
た
も
の
が
次
に
掲
げ
る
表
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
和
名
類
緊
抄
と
の
比
較
を
行
な
う
為
、
色
菓
字
類
抄
に
お
け
る

掲　 出　 字　 数 見　　　 出　　　 語　　　 数

増 加 率
三 巻本 原 節 用

増加 率
三 巻 本 原節 用 節　 用 二 巻 本

色稟 字 類 抄 文　 字 色 菓 字 類 抄 文　 字 文　 字 世 俗 字 類 抄

1．5 1 7 4 4 9 1．12 28 2 5 26 2 6
（ 1）

天

象

1．7 7 18 4 10 4 1．39 10 4 7 6
8 7

（5 ）
76
（ 2）

地

儀

1．7 5 15 8 9 1 1．28 8 5 6 6
8 2

（ 1）
．66
（ 1）

種

物

1．75 12 6 7 2 1．05 6 8 6 5 7 0 6 6
動

物

1．70 6 3 3 7 1．07 30 2 7
3 0

（12）

28

（7 ）

人

倫

1．57 7 4 4 7 1．2 1 4 6 3 8
4 6

（ 6）
38
（4）

人

体

1．30 3 9 3 0 1．11 30 2 7
2 9

（ 5）

27

（ 3）

飲

食

1．67 27 2 16 3 1．2 8 1 5 9 12 4
14 9

（26）

12 5

（ 1）

雑．

物

1．67 99 0 5 9 3 1，23 5 5 0 4 4 8 5 19 4 5 2 討



天
象
よ
り
雑
物
の
各
門
に
限
定
し
た
。
又
、
節
用
文
字
の
現
存
部
分
と
、
前
田

本
色
菓
字
類
抄
上
巻
と
の
重
な
り
が
あ
る
部
分
と
い
う
こ
と
で
、
特
に
「
ヌ
」

部
か
ら
「
ヨ
」
部
ま
で
を
対
象
と
す
る
。
但
し
、
天
象
、
地
儀
の
二
門
は
そ
の

用
例
数
の
少
な
い
こ
と
か
ら
、
「
ム
」
部
ま
で
に
そ
の
対
象
を
広
げ
た
。
又
、

「
ヲ
」
部
は
、
ア
行
の
「
オ
」
と
り
行
の
「
ヲ
」
と
の
仮
名
遣
い
の
混
乱
が
あ

り
、
更
に
節
用
文
字
で
「
オ
」
部
が
欠
け
て
い
る
為
に
正
確
な
登
載
状
況
が
調

査
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
ヲ
」
部
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
考
察
の
対
象
か

ら
除
外
し
た
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
二
巻
本
世
俗
芋
類
抄
、
節
用
文
字
、
三
巻
本
色
菓
字
類
抄

と
を
比
較
し
て
い
く
訳
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
一
つ
厄
介
な
問
題
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
石
野
氏
や
川
瀬
氏
が
度
々
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
二
巻
本

世
俗
字
類
抄
、
節
用
文
字
の
現
存
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
増
補
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
又
、
節
用
文
字
に
は
三
巻
本
色
集
字
粗
抄
か
ら
増
補

し
た
と
思
わ
れ
る
ふ
L
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
そ
の
ま
ま
含
め
て
考
察
す
る
こ
と

㍉
∴
　
二
二
。
∵
　
∴
　
　
∴

る
こ
と
と
す
る
。
即
ち
、
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
と
節
用
文
字
と
に
登
載
さ
れ
た

掲
出
語
の
う
ち
、
両
本
に
共
通
す
る
掲
出
語
を
抽
出
し
て
、
そ
れ
を
原
節
用
文

字
登
載
の
掲
出
語
と
想
定
す
る
訳
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
も
危
険
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
或
い
は
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
が
、
或
い
は
節
用
文
字
が
誤
脱
し
た
の

か
も
し
れ
な
い
掲
出
語
が
、
原
節
用
文
字
か
ら
落
ち
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
例
は
ご
く
わ
ず
か
な
数

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
は
個
別
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す

る
。
又
、
三
本
問
で
意
義
分
類
の
異
な
り
が
あ
る
為
に
、
同
一
掲
出
語
が
各
本

に
お
い
て
異
な
る
門
に
登
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
用
例
数
は
、
表
中
の

各
々
の
用
例
数
を
掲
げ
た
下
に
括
弧
で
包
ん
で
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
、
増
補
と
は
関
係
の
な
い
も
の
で
あ
る
故
に
除
外
す
渇
。

以
上
の
如
き
作
業
を
行
な
っ
て
想
定
し
た
も
の
が
、
表
中
の
原
節
用
文
字
で

あ
る
。
し
か
し
、
表
を
見
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
と
ほ

と
ん
ど
大
差
な
い
も
の
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
節
用
文
字
現
存
部
以
外
に
用

例
を
求
め
る
場
合
に
は
、
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
の
み
を
も
っ
て
し
て
も
さ
ほ
ど

問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
表
を
見
る
と
、
見
出
語
数
に
お
い
て
は
原
節
用
文
字
の
討
四
四
八
に
対

し
、
三
巻
本
色
菓
字
類
抄
討
五
五
〇
、
増
加
率
二
二
三
と
な
る
。
そ
れ
に
比

し
て
掲
出
字
数
で
は
、
原
節
用
文
字
討
五
九
三
に
対
し
、
三
巻
本
色
莫
字
類
抄

計
九
九
〇
、
増
加
率
一
・
六
七
と
な
っ
て
お
り
、
掲
出
字
の
増
加
率
が
見
出
語

の
増
加
率
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
、
先
の
三
宅
ち
ぐ
さ
氏
の
言

わ
れ
た
「
同
義
異
表
記
語
」
の
増
加
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
見
出
語
数
の
増
加

率
一
・
二
三
も
無
視
で
き
な
い
数
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
増
補
さ
れ
た
見

出
語
、
掲
出
字
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

l
「
　
増
補
さ
れ
た
見
出
語
に
つ
い
て

原
節
用
文
字
か
ら
三
巻
本
色
集
芋
類
抄
に
至
る
ま
で
に
増
え
た
見
出
語
、
つ

ま
り
増
補
さ
れ
た
見
出
語
は
一
〇
二
例
あ
る
。
こ
れ
ら
を
和
名
類
栗
抄
と
比
較

し
て
み
る
と
、
五
十
六
例
が
和
名
類
栗
抄
に
登
載
さ
れ
て
お
り
、
四
十
六
例
が

登
載
さ
れ
て
い
な
い
見
出
語
で
あ
る
。
ち
な
み
に
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
に
登
載

さ
れ
た
見
出
語
が
和
名
類
罪
抄
に
も
登
載
さ
れ
て
い
る
場
合
の
数
を
掲
げ
れ
ば
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

天
象
　
二
十
六
例
申
十
五
例

地
儀
　
七
十
六
例
中
六
十
五
例



植
物
　
六
十
六
例
中
六
十
二
例

動
物
　
六
十
六
例
中
六
十
三
例

人
倫
　
二
十
八
例
中
二
十
例

人
体
　
三
十
八
例
中
三
十
七
例

飲
食
　
二
十
七
例
中
二
十
二
例

雑
物
　
〓
云
例
中
一
〇
五
例

討
　
四
五
二
例
中
三
八
九
例
（
八
六
％
）

っ
ま
り
、
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
に
登
赦
さ
れ
た
見
出
語
の
う
ち
、
九
割
近
く
の

も
の
が
和
名
類
梵
抄
に
登
載
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
そ
し
て
、
増
補
さ
れ
た

見
出
語
の
五
割
以
上
が
ま
た
、
和
名
類
詑
抄
に
登
故
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り

推
せ
ば
、
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
（
換
言
す
れ
ば
原
節
用
文
字
）
成
立
に
あ
た
っ

て
和
名
類
諏
抄
が
密
接
な
関
係
を
有
し
、
更
に
増
補
に
あ
た
っ
て
も
う
一
度
和

名
類
兼
抄
が
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
増
補
さ
れ
た
見
出
語
が
和
名
類
衆
抄
に
登
載
さ
れ
て
い
る
五
十
六
例
の

ぅ
ち
か
ら
何
例
か
を
掲
げ
る
。
（
用
例
に
つ
い
て
は
、
声
点
や
音
注
等
、
特
に

論
旨
に
関
わ
り
が
な
い
と
判
断
さ
れ
る
も
の
を
適
宜
省
略
し
た
〕

④
洪
語
（
二
十
例
）

抜
群
最
醐
欝
畏
　
（
カ
地
儀
上
等
4
）

（
和
名
類
衆
抄
）

坊
　
（
省
略
）
敢
業
坊
縞
誤
鯛
左
　
（
省
略
）
開
建
坊
軌
伯
（
省
略
）

（
①
巻
川
・
五
オ
2
）

カ

キ

　

　

カ

シ

タ

ワ

　

カ

ム

エ

わ

ノ

の
嘉
善
門
　
感
化
門
　
含
耀
門
　
（
カ
地
儀
上
9
2
オ
4
）

（
和
名
類
策
抄
）

レ
ノ
ー
ケ
イ
テ
ン

㈲
璽
露
呈
　
（
レ
地
儀
的
1
3
オ
5
）

（
和
名
類
衆
抄
）

殴
　
（
省
略
）
讐
露
鵠
綺
　
（
省
略
）

博
文
納
翻
当
り
甘
松
酎
髭
が
品
名

（
和
名
類
衆
抄
）

文
納
香
屁
椎
云
叉
納
出
酎
国

（
⑳
巻
1
0
・
二
オ
3
）

（
カ
雑
物
上
1
0
0
オ
1
）

甘
松
番

（
㊦
巻
1
2
春
名
類
二
二
ウ
1
）

㈲
卒
堵
婆
ソ
ト
ハ
　
（
ソ
地
儀
輌
1
5
ウ
4
）

（
和
名
類
罪
抄
）

軍
堵
婆
倶
舎
論
云
破
壊
軍
堵
警
蒜
問
同
類
醸
舶
綺

具
・
六
オ
1
）

㈲
僧
房
競
ハ
ウ
　
（
ソ
地
儀
的
1
5
ウ
3
）

（
和
名
類
衆
抄
）

（
◎
巻
5
伽
藍

僧
房
　
法
華
脛
石
起
塔
寺
及
造
僧
坊
他
経
等
或
云
僧
房
供
養
衆
僧
其
穂
巌

勝
無
臭
無
連
（
①
巻
1
3
伽
藍
具
二
ウ
9
）

の
責
連
的
㍑
㌢
サ
　
　
（
ワ
植
物
上
8
6
オ
3
）

（
和
名
類
衆
抄
）

黄
連
本
草
云
黄
沌
二
名
王
達
和
舘
久

㈲
郡
璽
り
　
（
カ
植
物
上
的
オ
1
）

（
①
巻
2
0
・
四
ウ
3
）

略
）
含
耀
門
畿
m
外
来
　
（
省
略
）
　
（
高
山
寺
本
・
一
〇
三
オ
）

朝
堂
院
諸
門
　
（
省
略
）

書
門
諸
（
省
略
）
盛
〃
梅
毒
門
前
　
（
省

－
　
」
リ
つ

（
和
名
類
緊
抄
）

甘
草
　
本
革
云
甘
草
二
名
蜜
草
舘
間
　
（
①
巻
m
・
四
ウ
2
）

㈲
行
障
射
影
納
附
之
　
　
（
カ
雑
物
上
1
0
0
ウ
2
）

（
和
名
類
渠
抄
）

行
障
　
唐
由
簿
含
云
行
障
六
具
　
（
⑫
巻
1
4
・
十
六
オ
3
）



㈹
玲
髭
口
棚
欝
　
　
（
カ
雑
物
上
1
0
0
ウ
3
）

（
和
名
甑
策
抄
）

玲
　
唐
韻
云
路
瑠
玉
送
終
口
中
玉
也
　
（
①
巻
Ⅲ
・
二
十
一
オ
2
）

的
番
輿
獅
当
。
シ
　
（
カ
雑
物
上
1
0
0
ウ
2
）

（
和
名
類
変
抄
）

呑
興
　
喪
腰
間
云
番
輿
漂
諦
　
（
①
巻
1
4
・
二
十
∵
オ
3
）

右
に
掲
げ
た
用
例
は
・
漢
語
と
し
て
分
類
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
漢
語
の
増
補
は
・
先
に
紹
介
し
た
三
宅
ち
ぐ
さ
氏
の
禦
鍋
の
う
ち
の
、
棚

を
芳
け
る
も
の
で
鋳
鱒
幾
組
錘
獲
れ
ら
を
検
討
し
て
み
る
。
カ
キ
モ
ソ

ま
ず
・
肘
で
の
「
数
業
坊
」
　
「
開
廷
坊
」
は
坊
名
で
あ
る
。
脚
の
「
嘉
喜
門
」

カ

ソ

ク

ワ

モ

ソ

　

カ

ム

エ

ク

モ

ソ

　

　

　

　

レ

イ

ケ

イ

テ

ソ

「
感
化
門
」
「
含
擢
門
」
は
門
名
・
畑
の
「
堅
蒜
」
は
殴
名
と
い
う
よ
う
に
、

カ
イ
ナ
ク
　
カ
ム
レ
ヨ
ク

先
学
の
指
摘
す
る
一
連
の
増
補
が
あ
る
。
又
、
㈲
の
「
又
納
」
「
廿
松
」
と
い

う
春
名
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
何
か
の
種
類
名
で
あ
る
。
こ
れ

カ
之
ノ
ク
ハ
ウ
　
カ
イ
ケ
ソ
ハ
ク

を
換
言
す
れ
ば
・
川
の
「
敢
業
坊
」
　
「
開
廷
坊
」
は
「
坊
」
と
い
う
総
称
の
下

に
属
す
る
限
定
的
な
・
二
次
的
語
稟
素
と
で
も
呼
べ
る
も
の
で
あ
る
。
似
矧
に

つ
い
て
も
同
株
に
「
門
」
「
匹
と
い
う
総
称
に
対
す
る
二
次
的
語
稟
素
で
あ

る
。
棚
は
・
「
番
」
が
「
叉
約
番
」
と
い
う
よ
う
に
下
接
し
て
い
な
い
が
、
や

は
り
総
称
「
香
」
の
下
に
属
す
る
二
次
的
語
皐
票
と
し
て
肥
え
る
こ
と
が
で
き

る
。さ
て
・
こ
の
よ
う
な
二
次
的
語
臭
素
が
増
補
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
総
称
は
ど
う
で
あ
る
の
か
．
を
調
査
す
る
と
、
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
の

「
ハ
」
部
に
「
坊
」
・
「
モ
」
部
に
「
門
」
、
「
テ
」
部
に
「
堅
、
「
カ
」

部
に
「
番
」
が
そ
れ
ぞ
れ
登
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ソ
ク
ハ
ク

次
に
他
の
七
例
を
検
討
し
て
み
る
と
・
胤
の
「
僧
房
」
が
「
巨
の
（
但
し
、

カ
ク
ノ
コ
レ

山
の
「
坊
」
と
は
異
な
る
）
・
的
の
「
香
姐
こ
が
「
輿
」
の
二
次
的
語
臭
素
と

考
え
ら
れ
る
。
又
・
脚
の
「
視
野
は
「
薬
」
の
二
次
的
語
棄
素
と
考
え
ら
れ

る
。
㈲
「
宗
賢
、
㈲
「
鵬
匹
・
㈲
詔
整
・
㈹
「
融
」
・
㈹
初
野

を
見
る
と
、
伽
藍
具
・
葬
具
で
あ
り
・
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
仏
教
葬
日
票
関
係
の

語
の
増
補
と
も
考
え
ら
れ
る
が
・
今
回
の
対
象
範
囲
だ
け
で
は
如
何
と
も
言
い

難
く
、
結
論
は
保
留
す
る
。

次
に
和
語
と
し
て
分
類
さ
れ
る
も
の
を
㊦
と
し
て
掲
げ
る
。

㊦
和
語
（
三
十
六
例
）

川
鹿
茸
カ
ノ
ワ
カ
ツ
ノ

（
カ
動
物
上
9
4
オ
7
）

（
和
名
類
詑
抄
）

鹿
茸
雑
要
決
云
鹿
茸
舶
鵬
詔
鹿
角
初
生
也
（
①
巻
は
・
二
十
二
オ

7
）
㈲
白
布
柵
彗
ノ
ヲ
ヒ
（
ヌ
雑
物
上
7
7
ウ
7
）

（
和
名
類
狩
抄
）

白
布
帯
本
朝
式
云
白
布
帯
罷
（
①
巻
ほ
・
二
十
四
ウ
7
）

ぼ
紙
屋
紙
誓
ヤ
（
カ
雑
物
上
9
9
ウ
7
）

（
和
名
類
猥
抄
）

紙
兼
名
苑
注
云
紙
古
文
作
昏
州
即
紙
有
色
紙
檀
紙
穀
紙
屋
紙
阿
苔
紙
斐

薄
紙
等
名
後
漢
和
帝
時
娯
倫
所
造
也
（
⑳
巻
1

3
・
九
オ
9
）
（
「
穀

紙
」
の
下
に
「
拡
」
字
脱
）

岬
皇
実
力
バ
ラ
フ
ナ
地
結
－
I
i
（
カ
植
物
上
9
3
オ
6
）

（
和
名
類
緊
抄
）

自
責
本
草
云
モ
矢
措
缶
佃
謡
冊
（
①
巻
銅
・
十
九
オ
1
）

㈲
籍
匙
カ
ト
ノ
カ
キ
（
ヵ
雑
物
上
9
9
オ
6
）

（
和
名
類
果
抄
）

鍋
四
骨
字
苑
云
籍
即
投
錨
刷
髭
獣
鵠
之
閲
兵
也
楊
氏
空
相



抄
云
錦
匙
椚
舶
（
⑳
巻
1
0
・
十
六
オ
6
）

㈲
桂
盟
ハ
㌢
ェ
ッ
リ
豆
疏
同
（
カ
地
儀
上
9
2
オ
2
）

（
和
名
類
策
抄
）

位
相
摘
楊
氏
漢
語
抄
云
授
精
鵠
日
本
紀
私
記
云
革
帯
融
離
）

（
①
巻
1
0
・
九
オ
8
）

の
根
解
れ
ル
ノ
キ
ス
ケ
雀
椙
早
字
拙
（
カ
雑
物
上
9
2
オ
2
）

（
和
名
類
麦
抄
）

棉
相
文
選
云
錫
艦
文
根
鵠
㌫
諦
誤
用
楊
氏
漢
語
抄
云
棉
相

据
垢
一
云
雀
椙
（
①
巻
1
0
・
九
ウ
5
）

㈲
牽
ッ
キ
ノ
カ
サ
月
院
同
（
ツ
天
象
哺
2
0
オ
受

（
和
名
類
衆
抄
）

牽
郭
知
玄
切
紐
云
牽
気
組
日
月
也
音
運
此
間
云
日
月
加
左
緋
色
立
成
云

月
院
也
（
①
巻
1
・
一
ウ
9
）

㈱
破
子
ワ
リ
。
膵
I
I
i
（
ワ
雑
物
上
8
8
オ
6
）

（
和
名
類
衆
抄
）

相
子
棚
蒔
鮎
切
串
霞
酎
駁
猥
悪
弊
瑞
枇
彗
膵
子
中
有
障

之
器
也
（
以
下
省
略
）
（
⑫
巻
1

4
・
十
九
オ
1
）

㈹
紙
銀
雛
聖
（
カ
雑
物
上
1

0
0
オ
7
）

（
和
名
類
衆
抄
）

既
成
新
契
府
云
神
之
釆
今
風
瓢
々
紙
錦
動
サ
錦
撒
揺
諾
鵠
㍑

（
⑳
巻
1

3
・
七
ウ
2
）

的
人
蓼
射
”
完
悠
（
カ
植
物
上
9
2
オ
7
）

（
和
名
類
衆
抄
）
　
（
省
略
、
以
下
同
じ
）

㈹
鰐
ワ
。
　
（
ワ
動
物
上
8
6
オ
7
）

的
藁
ワ
ラ
　
　
（
ワ
雑
物
上
8
8
ウ
1
）
．

㈹
防
己
カ
ヲ
カ
ツ
ラ
　
　
（
カ
植
物
上
9
2
ウ
1
）

㈹
脚
力
イ
カ
ネ
　
　
（
カ
人
体
上
9
6
オ
5
）

的
園
ソ
ノ
　
（
ソ
地
儀
的
1
5
ウ
3
）

幽
葦
麻
カ
ラ
エ
　
（
カ
植
物
上
9
2
ウ
3
）

的
恒
子
カ
へ
　
　
（
カ
楠
物
上
9
3
オ
7
）

佃
飼
面
カ
ス
モ
　
　
（
カ
人
体
上
9
6
ウ
2
）

糾
皮
カ
ハ
　
　
（
ヵ
人
体
上
9
6
オ
5
）

㊥
釧
欝
当
又
ク
シ
。
　
（
カ
雑
物
上
1
0
0
オ
1
）

カ

ノ

［

ノ

カ

ソ

ノ

　

　

吋

ノ

ノ

右
の
諸
例
を
検
討
す
る
と
、
川
の
「
鹿
茸
」
は
「
角
」

の
種
類
名
、
脚
の

ヌ

ノ

ヲ

ヒ

　

　

　

オ

ヒ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

ミ

ヤ

カ

ミ

「
白
布
帯
」
は
「
帯
」
の
種
類
名
で
あ
る
。
同
様
に
、
3
の
「
紙
昆
紙
」
は

カ

、

、

、

　

　

　

　

カ

ハ

ー

フ

フ

チ

　

　

　

　

フ

チ

　

　

　

　

カ

ト

ノ

カ

キ

　

　

カ

キ

「
紙
」
の
、
棚
の
「
皇
実
・
地
結
」
は
「
藤
」
の
、
肋
の
「
錦
匙
」
は
「
舘
」

の
そ
れ
ぞ
れ
種
類
名
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
角
」
．
「
帯
」
　
「
紙
」
牢

の
下
位
要
素
、
つ
ま
り
二
次
的
語
稟
素
で
あ
る
と
考
え

…
貼
付
」
「
紙
」
等

（
和
名
類
緊
抄
）

人
参
本
草
云
人
参
「
名
神
草
甥
甥
紅
搬

0
9
蒲
カ
マ
　
　
（
カ
植
物
上
9
2
ウ
6
）

（
①
巻
2
0
・
四
ウ
4
）

カ
ハ
ラ
ノ
ユ
ツ
ノ

㈲
の
「
桟
　
　
・
意
葎
」
は
和
名
類
罪
抄
で
「
瓦
乃
衣
都
利
」
と
登
載
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
で
は
「
エ
」
部
に
「
エ
ツ
リ
」
と

カ
ナ
レ
ル
ノ
キ
ス
ケ

し
て
登
載
さ
れ
て
い
る
。
又
、
m
の
「
根

で
「
賀
佐
雷
乃
岐
乃
須
介
」
と
曇
れ
て
お
螺
．
詔
結
…
鍼
紺

ツ
キ
ノ
カ
サ

は
「
ノ
」
部
に
「
ノ
キ
ス
ケ
」
と
し
て
登
載
さ
れ
て
い
る
。
㈲
の
「
皐

月
院
」
で
は
和
名
類
果
抄
で
「
日
月
加
左
」
と
登
載
さ
れ
て
お
り
、
二
巻
本
世

俗
字
類
抄
で
は
「
カ
」
部
に
「
カ
サ
」
と
し
て
登
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
㈲
よ

り
㈲
ま
で
の
例
は
、
和
名
類
兼
抄
に
そ
の
総
称
が
登
載
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

点
で
、
肘
よ
り
㈲
の
例
と
は
異
な
る
。
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
、
二
巻
本
世
俗
字



ー
類
抄
成
立
に
あ
た
っ
て
（
換
言
す
れ
ば
、
原
節
用
文
字
成
立
に
あ
た
っ
て
）
、

和
名
類
衆
抄
の
語
形
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
総
称
と
な
る
も
の
を
切
り
取
っ
て
き
た

の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
増
補
に
際
し
て
、
再
び

和
名
類
策
抄
に
登
載
さ
れ
た
ま
ま
の
語
形
を
二
次
的
語
彙
素
と
し
て
引
用
し
た

か
に
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
二
次
的
語
頭
累
が
増
補
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
伍
す
る
。
和
語
の
中
に
は
こ
れ
ら
の
他
十
例
の
二
次

的
語
稟
累
が
存
す
る
。

ワ
リ
コ

さ
て
、
他
に
㈱
よ
り
的
に
掲
げ
た
例
が
注
目
さ
れ
る
。
㈲
の
「
破
子
・
柁
」

で
は
和
名
類
詑
抄
に
「
加
祇
比
討
」
　
「
和
利
古
」
の
二
種
類
の
和
訓
が
登
載
さ

れ
て
お
り
、
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
で
は
「
カ
」
部
に
「
カ
レ
ヒ
ケ
」
と
し
て
登

カ
、
・
1
セ
ニ

載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
㈹
の
「
紙
鐘
」
も
和
名
類
果
抄
で
「
加
美
勢
治
」

（8）

「
勢
途
加
太
」
の
二
極
類
の
和
訓
が
登
載
さ
れ
て
い
る
が
、
二
巻
本
世
俗
字
類

抄
で
は
「
セ
」
部
に
「
セ
ニ
カ
タ
」
と
し
て
登
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
別
訓
が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
一
方
の
み
が
登
載
さ
れ
て
い
た
二
巻
本

世
俗
字
蘭
抄
（
換
言
す
れ
ば
原
節
用
文
字
）
か
ら
三
巻
本
色
菓
字
類
抄
に
至
っ

て
、
和
訓
の
両
方
を
見
出
語
と
し
て
登
載
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

的
は
少
々
趣
を
巽
に
し
て
い
る
。
和
名
類
緊
抄
で
は
「
加
乃
仁
介
久
佐
」
　
「
久

末
乃
伊
」
の
二
種
類
の
和
訓
を
登
載
し
て
い
る
が
、
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
は
、

そ
の
両
者
と
も
見
出
語
と
せ
ず
、
「
ニ
」
部
に
「
ニ
ン
シ
ン
」
と
漢
語
と
し
て

登
載
す
る
。
し
か
し
、
先
の
㈹
㈹
と
性
質
と
し
て
は
同
じ
も
の
で
あ
り
、
い

ず
れ
も
別
訓
を
も
見
出
語
と
し
て
登
載
ん
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同

様
の
例
が
他
に
四
例
あ
る
。

右
に
述
べ
て
き
た
例
の
他
に
十
一
例
の
和
語
の
増
補
が
あ
る
。
そ
れ
ら
が
佃

カ
マ

よ
り
㊥
ま
で
の
各
例
で
あ
る
。
鋤
の
「
蒲
」
は
、
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
に
登
載

さ
れ
ず
、
節
用
文
字
に
登
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
節
用
文
字
で
の
掲
出

順
位
は
九
十
八
例
中
の
十
九
位
と
比
較
的
早
い
こ
と
か
ら
推
し
て
、
或
い
は
二

ワ
ニ

巻
本
世
俗
字
類
抄
に
お
け
る
誤
脱
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
関
の
「
鰐
」
、

【

ノ

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

う

ノ

カ

ツ

ラ

餌
の
「
藁
」
も
同
様
に
考
冬
ら
れ
る
。
又
、
個
の
「
防
己
」
は
、
和
名
類
衆
抄

で
は
「
阿
乎
加
豆
艮
」
（
①
巻
2
0
・
十
九
ウ
4
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
ア
」
と

「
カ
」
を
誤
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
三
巻
本
色
菓
字
類
抄
で
は
別
に
、
「
ア

、
㍉
　
∵
∵
㍉
∴
∴
∵
　
二
∵
∴

う
な
観
点
で
は
説
明
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
用
例
数
と
し
て
は
わ
ず
か
で

あ
る
。以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
見
出
語
の
増
補
は
、
限
定
的
な
語
、

即
ち
、
二
次
的
語
粟
累
を
中
心
に
行
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
、
又
、
別
訓
の
あ

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
別
訓
を
も
見
出
語
と
し
て
登
載
す
る
と
い
う
こ
と

が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
を
更
に
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
色
薬
字
類

抄
の
編
者
は
分
析
的
な
方
向
へ
と
見
出
語
の
範
囲
を
拡
げ
て
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
増
補
さ
れ
た
見
出
語
が
和
名
類
衆
抄
に
登
載
さ
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て

簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

㊥
漢
語
（
九
例
）

（
二
次
的
語
菓
素
）
　
（
二
例
）

…
黄
精
根
　
（
ワ
雑
物
上
8
8
ウ
2
）
似
呵
梨
勒
カ
リ
ロ
ク
　
（
カ
雑
物
上
1
0
0
オ
6
）

（
そ
の
他
）
　
（
七
例
）

①
巷
所
カ
ウ
ソ
　
　
（
カ
地
儀
上
9
1
ウ
3
）
　
咄
郊
カ
ウ
　
（
カ
地
儀
上
9
1
ウ
4
）

肋
間
カ
フ
　
（
カ
地
儀
上
9
1
ウ
5
）
　
㈲
漏
ル
　
（
ル
雑
物
上
7
9
オ
9
）

㊦
和
語
（
三
十
七
例
）

（
二
次
的
語
粟
素
）
　
（
十
二
例
）



の
風
伯
カ
セ
ノ
カ
ミ
　
　
（
カ
人
倫
上
9
5
ウ
5
）
　
㈲
鬼
ヨ
ナ
ツ
ヒ
　
　
（
ヨ
飲
食

上
1
1
5
ウ
1
）
　
㈲
紘
カ
プ
リ
ノ
カ
サ
リ
　
　
（
カ
雑
物
上
9
8
ウ
3
）
　
㈹
唐
皮
カ

ラ
カ
バ
　
（
カ
雑
物
上
皿
オ
6
）
　
㈹
蒲
英
扇
吾
7
7
キ
　
（
カ
雑
物
上
1
0
0

オ
6
）

（
そ
の
他
）
　
（
二
十
五
例
）

豊
カ
ケ
　
（
カ
人
体
上
粥
オ
6
）
　
的
椴
名
カ
ナ
　
（
カ
猪
臨
㌢
）

右
に
掲
げ
た
よ
う
に
漢
語
が
九
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
肘
の
「
黄
精
根
」
、
脚

カ
り
ノ
ロ
月
ノ

の
「
呵
梨
勒
」
は
英
名
で
あ
り
、
二
次
的
語
彙
素
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
和
語

の
中
で
は
、
間
か
ら
的
に
掲
げ
た
も
の
の
他
に
七
例
が
二
次
的
語
臭
素
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
（
そ
の
他
）
と
し
て
ま
と
め
た
、
二
次
的
語
彙
素

カ

ケ

　

　

　

　

　

カ

ナ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
が
、
柏
の
「
影
」
、
個
の
「
椴
名
」
等
、
二
十
五
例

も
の
多
く
に
至
る
。
こ
れ
は
先
の
、
和
名
振
衆
抄
に
登
載
さ
れ
て
い
る
見
出
語

の
例
と
比
べ
る
と
、
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
差
違
の
生
じ
る
こ
と

の
一
つ
に
は
、
そ
の
典
拠
と
な
っ
た
文
献
等
の
性
格
の
違
い
や
、
時
代
差
等
が

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
段
階
で
は
推
測
の
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
る
為
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
い
う
こ
と
に
し
て
お
き
た
い
。

三
、
増
補
さ
れ
た
掲
出
字
に
つ
い
て

前
節
で
は
、
見
出
語
の
増
補
意
図
を
検
討
し
て
き
た
。
か
か
る
見
出
語
の
増

補
意
図
は
、
掲
出
字
の
増
補
と
い
う
面
に
つ
い
て
も
言
い
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
一
見
出
語
に
対
し
て
多
数
の
掲
出
字
を
登
載
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、

見
出
語
の
登
載
を
分
析
的
な
方
向
へ
拡
大
す
る
と
い
う
増
補
意
図
と
軌
を
一
に

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
掲
出
字
の
増
補
に
つ
い
て

今
し
ば
ら
く
検
討
し
て
み
る
。
次
に
掲
げ
る
用
例
は
「
カ
」
部
雑
物
門
を
対
象

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
掲
出
字
に
つ
い
て
も
、
和
名
類
詑
抄
と
比
較
す
る

と
、
③
増
補
さ
れ
た
掲
出
字
が
和
名
類
衆
抄
に
登
載
さ
れ
る
も
の
。
①
増
補
さ

れ
た
掲
出
字
が
和
名
難
果
抄
に
登
載
さ
れ
る
も
の
と
、
さ
れ
な
い
も
の
の
二
種

類
あ
る
も
の
。
◎
増
補
さ
れ
た
掲
出
字
が
和
名
頻
発
抄
に
登
載
さ
れ
な
い
も
の
。

以
上
の
三
種
に
分
類
さ
れ
る
。

㊥
増
補
さ
れ
た
掲
出
字
が
和
名
類
緊
抄
に
登
載
さ
れ
る
も
の
（
八
例
）

脚
力
ザ
シ

〔
世
俗
〕
挿
頭
花
．

〔
節
用
〕
挿
頭
花

〔
色
菓
〕
挿
頭
花
　
耐
花
　
（
9
8
ウ
5
）

（
和
名
類
詑
抄
）

挿
頭
花
楊
氏
漢
語
抄
云
妙
矧
柑
出
嵩
　
（
⑬
巻
4
・
八
ウ
7
）

（
「
抄
」
字
は
街
）

の
カ
マ〔
世
俗
〕
鎌

〔
節
用
〕
鎌

〔
色
葉
〕
鎌

鍵
　
刈
別

（
和
名
類
狩
抄
）

鎌
　
兼
名
苑
云
鎌
射

略
）
　
　
（
①
巻
1
5

（

9

9

ウ

1

）

名
鉄
…
描
方
言
云
刈
別
諸
野
王
（
以
下
省

九
ウ
8
）

㊦
増
補
さ
れ
た
掲
出
字
が
和
名
難
衆
抄
に
登
載
さ
れ
る
も
の
と
、
さ
れ
な
い

も
の
の
二
種
類
あ
る
も
の
（
六
例
）

㈲

カ

ト

リ

〔
世
俗
〕
　
純
　
　
絹

〔
節
用
〕
纏
　
　
綿



※〔
色
菓
〕
纏
綿
紛
畠
結
締
（
9
9
オ
2
）

（
和
名
類
照
抄
）

銀
毛
詩
注
云
紺
据
鍍
舶
盲
i

l
i
謙
也
秤
名
石
錐
那
基
線
細
緻
敷
兼
於

票
芸
綿
嬰
敗
糾
鵠
錆
雛
盟
約

5
）

（
①
巻
1
2
・
十
五
ウ

㈲
カ
ナ
ヅ
チ

〔
世
俗
〕
溝
槌
　
掩

〔
節
用
〕
溝
槌
　
掩

〔
色
菓
〕
溝
槌
　
掩
　
矧
　
折
　
（
9
9
ウ
5
）

（
和
名
類
衆
抄
）

溝
槌
　
廣
推
云
紺
柵
措
仙
名
溝
槌
也
　
（
①
巻
1
5
‥
十
三
オ
6
）

鎚
　
四
望
ナ
苑
云
矧
鵠
携
案
打
鉄
器
也
（
①
巻
は
・
十
六
オ
5
）

㊦
増
補
さ
れ
た
掲
出
字
が
和
名
類
祭
抄
に
登
載
さ
れ
な
い
も
の
（
二
十
一
例
）

㈲
カ
モ〔
世
俗
〕
鉦

〔
節
用
〕
鉦

〔
色
斐
〕
鉦
　
粧
　
（
9
9
オ
4
）

（
和
名
類
策
抄
）

鉦
　
説
文
云
鉦
帖
控
据
漂
敲
口
鉄
也
（
⑤
巻
1
1
・
八
オ
5
）

㈲
カ
ナ
ホ
ダ
シ

〔
世
俗
〕
紅

〔
節
用
〕
捉

〔
色
某
〕
捉

痴

　

（

9

9

ウ

4

）

（
和
名
類
衆
抄
）

捉
蒔
紡
切
由
云
捉
館
鵠
璧
錐
足
具
也
（
①
巻
は
・
十
七
ウ
5
）

の
カ
バ
ゴ
ロ
モ

〔
植
俗
〕
裳

〔
節
用
〕
裳

〔
色
葉
〕
裏
　
革
　
（
9
8
ウ
6
）

（
和
名
甑
㌍
抄
）

萎
説
文
云
袈
結
語
捌
岩
出
皮
衣
也
（
①
巻
は
・
二
十
一
オ
4
）

（
右
の
用
例
で
、
〔
世
俗
〕
と
は
二
巻
本
他
俗
字
甑
抄
、
〔
節
用
〕
と
は
節

用
文
字
、
〔
色
葉
〕
と
は
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
ら
わ
す
。
又
、

掲
出
字
以
外
の
注
記
は
総
て
省
略
し
た
〕

㊥
に
あ
た
る
も
の
に
八
例
あ
る
。
山
の
「
カ
ザ
シ
」
で
は
、
和
名
類
界
抄
の

条
文
「
楊
氏
漢
語
抄
云
鋤
粕
」
よ
り
、
又
、
脚
の
「
カ
マ
」
で
は
、
和
名
類
柁
抄
が

「
一
名
」
と
し
て
掲
げ
る
「
欽
」
と
、
「
方
言
云
」
と
し
て
掲
げ
る
「
刈
別
」

と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
増
補
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
㊦
に
分
類
さ
れ
る
も
の
を
検
討
し
て
み
る
。
畑
の
「
カ
ト
リ
」
の
例
で

は
・
三
巻
本
色
菓
字
類
抄
で
増
補
さ
れ
た
「
折
」
が
和
名
類
発
抄
に
登
載
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
他
に
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
で
は
三
種
甑
の
掲
出
字
が
増
補
さ
れ

て
い
る
が
、
※
印
を
付
し
た
「
折
」
は
、
永
禄
本
色
葉
字
甑
抄
に
よ
れ
ば
「
縞
」

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
或
い
は
「
縞
」
の
誤
写
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

ら
「
芭
　
「
稿
」
　
「
蹄
」
の
三
種
甑
と
も
、
「
畠
（
カ
ト
リ
）
　
八
白
川
本
字
鏡

蕊
）
」
「
縞
（
カ
ト
リ
）
（
観
智
院
本
甑
発
名
義
抄
法
申
聖
白
川
本
字
鏡

集
豊
」
「
紡
（
7
ツ
キ
カ
ト
リ
）
（
白
川
本
字
鏡
集
豊
」
の
如
く
、
漢
和

辞
書
に
も
「
カ
ト
リ
」
訓
が
登
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
カ
ト
リ
」
の
異

表
記
を
広
く
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
棚
の
「
カ
ナ
ヅ
チ
」
の

例
で
は
、
増
補
さ
れ
た
掲
出
字
の
う
ち
、
「
鎚
」
が
和
名
類
衆
抄
に
登
載
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
和
名
甑
狩
抄
に
登
載
さ
れ
な
い
「
折
」
は
、
「
カ
ナ
ヅ
チ
」

－10－



の
意
を
有
さ
ず
、
観
智
院
本
類
狩
名
義
抄
、
白
川
本
字
鏡
集
と
も
「
テ
ヲ
ノ
」

訓
を
掲
げ
る
が
、
「
カ
ナ
ヅ
チ
」
訓
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
例
が
他
に
一
例
、

更
に
◎
に
分
類
さ
れ
る
も
の
の
中
に
も
三
例
あ
る
。
そ
の
例
が
㈲
㈲
と
し
て
掲

げ
た
も
の
で
あ
る
。
㈲
の
「
カ
モ
」
に
つ
い
て
増
補
さ
れ
た
掲
出
字
「
椎
」
は
、

観
智
院
本
類
果
名
義
抄
で
は
、
音
注
と
「
車
軸
頭
」
　
（
僧
中
讐
と
あ
る
。
つ

ま
り
和
名
類
緊
抄
に
説
く
と
こ
ろ
の
「
穀
口
銭
也
」
と
は
意
味
を
異
に
し
て
お

り
、
又
、
白
川
本
字
鏡
集
で
は
「
ク
ル
マ
ノ
ヨ
コ
カ
ミ
」
　
「
ヨ
コ
カ
、
、
、
ノ
カ
シ

ラ
」
（
6
9
9
）
の
二
訓
を
掲
げ
る
だ
け
で
あ
る
。
㈲
の
「
カ
ナ
ホ
ダ
シ
」
の
例
の

「
痴
」
も
「
カ
サ
ブ
タ
」
の
意
で
あ
り
、
こ
こ
に
増
補
さ
れ
た
理
由
を
解
し
か

ね
る
。
こ
れ
ら
が
、
何
故
に
増
補
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
今
に
わ
か
に
論
ず

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
例
は
少
な
く
、
対
象
と
し
た

「
カ
」
部
雑
物
門
に
お
い
て
五
例
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
総
じ
て
掲

出
字
の
増
補
は
、
広
く
異
表
記
を
集
め
て
登
敬
し
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
る
と

考
え
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
も
分
析
的
な
方
向

へ
の
増
補
で
あ
る
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
　
に

色
葉
字
類
抄
の
掲
出
譜
の
増
補
に
つ
い
て
、
見
出
語
と
掲
出
字
に
分
け
、
更

に
和
名
類
狩
抄
と
の
比
較
を
試
み
な
が
ら
考
察
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
掲
出

語
の
増
補
に
お
い
て
、
和
名
甑
栗
抄
が
密
接
に
関
与
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
色
集
字
類
抄
成
立
に
お
い
て
和
名
類
果
抄
が
少
な
く

と
も
二
度
以
上
関
係
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
今
後
、
色
菓
字
類
抄
と
和
名

類
環
抄
と
の
関
係
を
論
ず
る
場
合
に
重
要
な
観
点
を
与
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

又
、
増
補
さ
れ
た
見
出
語
は
、
二
次
的
語
臭
素
が
中
心
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、

そ
の
増
補
意
図
は
、
分
析
的
な
方
向
に
向
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
推
論
し
た
。

更
に
、
か
か
る
増
補
意
図
は
掲
出
字
の
増
補
に
お
い
て
も
同
様
に
は
た
ら
い
て

い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

本
稿
で
は
検
討
の
対
象
を
限
定
し
て
論
じ
た
が
、
今
後
は
更
に
検
討
対
象
を

拡
大
し
て
正
確
を
期
し
て
ゆ
き
た
い
。
各
節
の
途
中
に
残
し
て
き
た
問
題
点
・

又
、
増
補
さ
れ
た
見
出
語
、
掲
出
字
の
、
三
巻
本
色
丈
学
期
抄
に
お
け
る
掲
出

位
置
等
の
検
討
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
諸
問
題
を
総
て
今
後
に
譲

っ
て
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

注（
1
）
　
「
国
語
と
因
文
学
」
昭
和
二
十
四
年
七
月
号
。

（
2
）
昭
和
三
十
年
十
一
月
、
大
日
本
姓
摺
命
講
談
社
。

（
3
）
　
『
二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄
」
の
所
収
語
皐
－
二
巻
本
及
び
三
巻
本

「
色
葉
字
類
抄
」
と
の
比
較
か
ら
　
－
』
、
ノ
「
同
大
国
文
論
稿
」
第
九

号
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
。

（
4
）
注
（
1
）
文
献
。

（
5
）
高
山
寺
本
和
名
類
狩
抄
に
は
「
盛
化
門
」
と
あ
り
、
そ
の
左
傍
に

「
セ
イ
ク
ワ
」
と
仮
名
が
あ
る
が
、
「
音
政
門
甫
」
と
い
う
注
よ
り
し

て
、
色
葉
芋
類
抄
の
「
感
化
門
」
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
高
山
寺
本

和
名
相
詑
抄
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。

（
6
）
そ
れ
ぞ
れ
の
総
称
で
あ
る
「
角
」
　
「
帯
」
　
「
紙
」
等
は
二
巻
本
根
俗

字
類
抄
に
登
載
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
の
語
形
と
和
名
知
罷
抄
の
語
形
を
比
較
す
る
と
、

助
詞
「
の
」
の
有
無
と
い
う
差
異
が
見
ら
れ
る
が
、
高
山
寺
本
和
名
類

諏
抄
に
よ
れ
ば
「
加
佐
礼
留
乃
岐
須
介
」
と
あ
り
、
三
巻
本
色
菓
字
類

抄
と
一
致
す
る
。
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（
8
）
正
確
に
言
う
な
ら
ば
、
「
ゼ
ニ
」
は
字
音
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ

で
は
最
早
和
語
化
し
た
字
音
で
あ
る
と
考
え
て
和
訓
と
し
て
扱
う
。

（
9
）
或
い
は
「
カ
ヲ
カ
ツ
ラ
」
と
い
う
訓
も
存
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
す
れ
ば
こ
の
例
は
別
訓
を
も
見
出
語
と
し
て
登
載
し
た
例
の
一
つ

と
数
え
ら
れ
る
。

〔
付
記
〕本
稿
は
、
国
語
学
会
中
因
四
国
支
部
罪
二
十
七
回
大
会
（
昭
和
五
十
七

年
十
一
月
十
三
日
）
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
加
筆
補
訂
し
て

成
稿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
大
友
信
一
、
佐
藤
茂
、
吉
田
則
夫

の
各
氏
よ
り
責
重
な
る
卸
教
示
を
賜
っ
た
。
又
、
小
林
芳
規
、
室
山
敏

昭
両
先
生
に
は
終
始
懇
切
な
観
指
導
を
賜
り
、
佐
々
木
岐
先
生
、
松
本

光
隆
氏
に
は
折
に
触
れ
釦
助
言
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申

し
上
げ
る
。

（
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
末
日
稿
）

会
員
近
著
紹
介
九
代
集
抄
　
乾
　
　
　
餅
削
美
鮎
編

文
些
二
年
、
肖
相
技
の
「
九
代
抄
」
の
古
注
釈
書
を
、
甲
南
女
子
大
学
図
書

館
蔵
（
赤
木
文
庫
旧
蔵
）
本
に
よ
っ
て
翻
刻
し
た
も
の
。
松
平
文
庫
本
で
校
合

し
、
底
本
の
誤
脱
を
伝
姉
小
路
済
継
筆
本
、
「
九
代
抄
」
な
ど
で
補
う
。
和
歌

初
句
索
引
及
び
、
解
説
を
付
す
。
解
説
に
は
「
九
代
抄
」
諸
本
の
分
類
を
は
じ

め
、
伝
本
稀
な
そ
の
注
釈
本
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
あ
る
。
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